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１ 趣 旨 

横浜市では、道路沿道や鉄道沿線にお住まいの方から、道路や鉄道からの交通

騒音に関する相談が寄せられています。 

交通騒音については、発生源側において、自動車騒音の許容限度の強化、低騒

音型の鉄道車輌の導入や道路側での防音壁設置等の対策に努めていますが、発生

源側の対策のみで交通騒音被害を完全に防ぐことは難しい状況です。 

そこで、これら道路や鉄道に近接して、新たに集合住宅の建築を計画しようとして

いる事業者に対して、交通騒音に対する家屋側での防音対策を十分に配慮した住宅

を建築するように指導するものです。 

 

２ 対象となる事業者 

高速自動車国道、自動車専用道路、一般国道等（１）の沿道地域または鉄道（２）の沿

線地域で、道路または鉄道の用地端より５０ｍ以内において、集合住宅の建築を計

画する事業者を対象とします。 

 

（1）高速自動車国道、自動車専用道路、一般国道等 

① 東海自動車道（東名高速道路）  

② 国道４６６号（第三京浜） 

③ 国道１６号バイパス（保土ケ谷国道） 

④ 国道１６号バイパス（横浜横須賀道

路） 

⑤ 国道１号バイパス（横浜新道） 

⑥ 首都高速横浜羽田空港線 

⑦ 首都高速三ツ沢線 

⑧ 首都高速狩場線 

⑨ 首都高速湾岸線 

⑩ 国道 1 号 

⑪ 国道１５号 

⑫ 国道１６号 

⑬ 国道２４６号 

⑭ 市道 環状２号線及び３号線 

 

（2）鉄道（地上部分のみ） 

① 東海道新幹線 

② 東海道線 

③ 横須賀線 

④ 京浜東北・根岸線 

⑤ 横浜線 

⑥ 南武線 

⑦ 鶴見線 

⑧ 貨物線 

⑨ 京浜急行本線 

⑩ 京浜急行逗子線 

⑪ 東急東横線 

⑫ 東急田園都市線 

⑬ 東急こどもの国線 

⑭ 東急新横浜線 

⑮ 相模鉄道本線 

⑯ 相模鉄道いずみ野線 

⑰ 相模鉄道新横浜線 

⑱ 横浜市営地下鉄 

ブルーライン 

グリーンライン



３ 室内騒音レベルの目標値の設定 

次に掲げる室内音環境の目安を考慮して、建築する集合住宅の室内騒音レベル

の目標値を設定し、別紙「集合住宅室内音環境報告書（様式－１）」に記載してくださ

い。 

 

目標値 

（単位：dB（A特性）） 
室内音環境の目安※１ 

［目標値］≦35 書斎、劇場など CASBEE のレベル５に相当 
35＜［目標値］≦40 寝室、映画館など CASBEE のレベル４に相当 
40＜［目標値］≦45 書籍店など CASBEE のレベル３に相当 
45＜［目標値］≦55 一般事務室、食堂など CASBEE のレベル１に相当 
55＜［目標値］≦60 運動競技場など 

新幹線鉄道騒音防音工事の効果の

評価の目安※２に相当 
※１ 引用元：「オフィスの室内環境評価法（室内環境フォーラム,1994）」、「建築物の遮音性能基準と

設計指針（第２版）（日本建築学会編,1997）」、「建築環境総合性能評価システム CASBEE-建築

（新築）」、 

※２ 引用元：新幹線鉄道騒音に係る環境基準について（昭和 50 年 10 月 3 日公布 環大特第 100

号環境庁大気保全局長通知） 

 

【参考】CASBEE 

「CASBEE（建築環境総合性能評価システム）」は、省エネルギーや環境負荷の少

ない資機材の使用といった環境配慮や、室内の快適性や景観への配慮などを含め

た建物の品質を総合的に評価するシステムです。 

「CASBEE-建築（新築）」は、建築物の新築時における設計内容に基づいて評価す

るツールであり、「建築物の環境品質（Quality）」の評価項目の一つとして「室内環境

（音環境）」があります。住居・宿泊部分の室内騒音の採点基準については、一般的

な水準（レベル３）は 40＜［騒音レベル］≦45、最低限の必須要件を満たしている水準

（レベル１）は 45＜［騒音レベル］とされています。また、住宅の寝室における許容騒

音レベルは 40dB であることが参考情報として示されています。 

 

【参考】新幹線鉄道騒音の防音工事効果の評価の目安 

新幹線鉄道騒音に係る環境基準に関する国の通知（昭和 50 年 10 月３日公布 環

大特第 100 号環境庁（環境庁大気保全局長から都道府県知事あて））の中で、居室

部における新幹線騒音の防音工事の効果の評価を行うときは、55dB 以上 60dB 未満

を騒音レベルの目安としています。 



４ 防音対策 

道路沿道や鉄道沿線地域に集合住宅の建築を計画する際には、次に掲げる防音

対策例を考慮して設計し、室内音環境の保全を図ることとします。 

 

(1) 宅地開発における対策例 

ア 宅地と音源の間の距離を、極力大きくとる（音の距離減衰効果を図る） 

イ 宅地と音源の間に遮音効果が期待できる公園、樹林（帯）、築堤等を配置す

る 

ウ 多棟建築物を計画する場合、音の影響を受ける範囲が少なくなるように、全

体の配置を総合的に考慮する（多棟による反響音等の影響についても配慮

する） 

エ 自然の地形を防音対策に生かす 

 

(2) 建物についての対策例 

ア 外壁等外部に面する部分の遮音性能（面密度）を高くする 

イ 窓、扉等開口部を気密性の高い防音型の構造とし、できるだけ少なく、かつ

小さくする 

ウ ベランダの防護柵は、遮音効果のある材料及び構造とする 

エ 屋根及び換気口等に通じる床、天井部分等の構造及び材料にも配慮する 

オ 換気扇、排気ダクト等を音源側に向けない、もしくは防音型のものとする 

カ 空調装置の設置を考慮する 

キ 部屋（寝室になる可能性のある部屋）の配置（位置）を配慮する 

 

５ 室内騒音レベルの推計 

建築する集合住宅の居室部分のうち、最も交通騒音の影響を受けると思われる居

室において室内騒音レベルを推計し、その結果が「３ 室内騒音レベルの目標値の設

定」において設定した目標値に適合していたかを集合住宅室内音環境報告書に記載

してください。 

なお、室内騒音レベルを推定計算するための計算表を、横浜市ウェブページ上で

公開していますので、防音対策を検討する際や報告書を作成する際にご活用くださ

い。 

 

６ 報告書の提出 

事業者は、「建築確認申請書」提出の前までに、集合住宅室内音環境報告書（正

副各１部、合計２部）を提出してください。 

※書類提出の際は、事前に来庁日時をご予約ください。 



７ 事業者へのお願い  

 事業者は、以下の(1)から(3)の場合に沿った対応をお願いします。 

 

(1) 居室部分での室内騒音レベル推計を行い、目標値に適合している場合 
 

引き続き、室内音環境に配慮した住宅の建築をお願いします。 

 

(2)居室部分での室内騒音レベル推計を行い、目標値に適合していない場合 
 

入居者に対して交通騒音の影響について十分周知し、入居者から苦情が提起 

された場合、速やかに当事者間で対応し、解決してください。 

 

(3)室内騒音レベルの目標値が 60dB より大きい、目標値を設定していない、 

又は居室部分での室内騒音レベル推計を行っていない場合 
 

指導書の趣旨を十分理解し、交通騒音被害を未然に防止するために、 室内音

環境に十分配慮した住宅の建築をお願いします。 

また、入居者に対して交通騒音の影響について十分周知し、入居者から苦情が

提起された場合、速やかに当事者間で対応し、解決してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 58年６月 施行 

令和 ６年４月 改定 

 

 

事務担当 横浜市みどり環境局大気・音環境課騒音担当 

        ＴＥＬ  ０４５－６７１－２４８５ 

        ＦＡＸ  ０４５－５５０－３９２３ 

 



集合住宅室内音環境報告書 
                                                   

令和  年  月  日 

横浜市みどり環境局長 

                      事 業 者 名  

                     代表者氏名  

                     事業者住所  

                      TEL  

集合住宅室内音環境指導書に基づき、次のとおり報告します。 

※引用元：「オフィスの室内環境評価法（室内環境フォーラム,1994）」、「建築物の遮音性能基準

と設計指針（第２版）（日本建築学会編,1997）」 

 

A 引き続き、室内音環境に配慮した住宅の建築をお願いします。 

B 
入居者に対して交通騒音の影響について十分周知し、入居者から苦情が提起され

た場合、速やかに当事者間で対応し、解決してください。 

C 

指導書の趣旨を十分理解し、交通騒音被害を未然に防止するために、室内音環境

に十分配慮した住宅の建築をお願いします。 

また、入居者に対して交通騒音の影響について十分周知し、入居者から苦情が提

起された場合、速やかに当事者間で対応し、解決してください。 

 

 
 
 
 

建 築 計 画 名 称   

音 源 名 称   

住 所  

室
内
騒
音
レ
ベ
ル
の
目
標
値
の
設
定 

目標値（単位：ｄＢ） （参考）室内音環境の目安※１ 

 ［目標値］≦35 書斎、劇場など 

 35＜［目標値］≦40 寝室、映画館など 

 40＜［目標値］≦45 書籍店など 

 45＜［目標値］≦55 一般事務室、食堂など 

 55＜［目標値］≦60 運動競技場など 

 
室内騒音レベルの目標値が 60dB より大きい、もしくは目標値を設定

していない。 
C 

室
内
騒
音
レ
ベ
ル
の
推
計 

 居室部分での室内騒音レベル推計を行い、目標値に適合した。 A 

 居室部分での室内騒音レベル推計を行い、目標値に適合しなかった。 B 

 居室部分での室内騒音レベル推計を行っていない。 C 

対 策 通 し 番 号 鉄道・道路別通し番号 

     年度       号 鉄道・道路      号 

様式－１ 



 
裏面 
 
 

問合せ先 
 

郵便番号  

住  所  

会 社 名  

氏  名  

電話番号  

 
 

 



集合住宅室内音環境報告書 
                                                   

令和○年○月○日 

横浜市みどり環境局長 

                      事 業 者 名 △△不動産株式会社 

                     代表者氏名 代表取締役 横浜 一郎 

                     事業者住所 横浜市中区本町 6-50-10 

                      TEL 〇〇〇-〇〇〇〇 

集合住宅室内音環境指導書に基づき、次のとおり報告します。 

※引用元：「オフィスの室内環境評価法（室内環境フォーラム,1994）」、「建築物の遮音性能基準

と設計指針（第２版）（日本建築学会編,1997）」 

 

A 引き続き、室内音環境に配慮した住宅の建築をお願いします。 

B 
入居者に対して交通騒音の影響について十分周知し、入居者から苦情が提起され

た場合、速やかに当事者間で対応し、解決してください。 

C 

指導書の趣旨を十分理解し、交通騒音被害を未然に防止するために、室内音環境

に十分配慮した住宅の建築をお願いします。 

また、入居者に対して交通騒音の影響について十分周知し、入居者から苦情が提

起された場合、速やかに当事者間で対応し、解決してください。 

 

 
 
 
 

建 築 計 画 名 称  （仮）〇〇集合住宅計画 

音 源 名 称  東海自動車道（東名高速道路） 

住 所 横浜市〇区〇〇町〇〇番地〇〇〇 

室
内
騒
音
レ
ベ
ル
の
目
標
値
の
設
定 

目標値（単位：ｄＢ） （参考）室内音環境の目安※１ 

 ［目標値］≦35 書斎、劇場など 

○ 35＜［目標値］≦40 寝室、映画館など 

 40＜［目標値］≦45 書籍店など 

 45＜［目標値］≦55 一般事務室、食堂など 

 55＜［目標値］≦60 運動競技場など 

 
室内騒音レベルの目標値が 60dB より大きい、もしくは目標値を設定

していない。 
C 

室
内
騒
音
レ
ベ
ル
の
推
計 

○ 居室部分での室内騒音レベル推計を行い、目標値に適合した。 A 

 居室部分での室内騒音レベル推計を行い、目標値に適合しなかった。 B 

 居室部分での室内騒音レベル推計を行っていない。 C 

対 策 通 し 番 号 鉄道・道路別通し番号 

     年度       号 鉄道・道路      号 

様式－１ 

記載例 



 
裏面 
 
 

問合せ先 
 

郵便番号 ○○○-○○○○ 

住  所 横浜市〇区〇〇町〇〇番地〇〇〇 

会 社 名 （株）□□一級建築士事務所 

氏  名 関内 太郎 

電話番号 〇〇〇-〇〇〇〇 

 
 

 



室
名

１  音源選択

1

入力項目 入力欄 備考 37 dB(A)

音源距離 ℓ（ｍ）
 ※1 48.9

音源中心から、対象寝室の窓のある壁
面の床上１．２ｍサッシ中央部までの直
線距離。

【36.51 dB(A)】

防音壁上端経由
距離（ｍ） ※2

防音壁がなければ入力しない。鉄道や
道路等の防音壁により建物全てが音源
中心から隠れる場合にのみ入力する。

屋外騒音レベル ① Ｌo 75.01 dB(A)

室容積  V (m3) 23.328 対象寝室の壁芯面積又は内法面積 ×
床から天井までの高さ。 総合透過損失　 ② ＴＬ 41.13 dB(A)

残響時間  Ｔ (秒) 0.2 和室 ０．２秒
洋室 ０．５秒 屋内吸音力    ③ Ａ 18.779

構成要素 面積 Ｓ1 (m
2
) 損失計算 Ｓ1×10-TL1/10

壁体 5.58 0.0000558

窓 3.06 0.0006106

壁体

窓

壁体

窓

④    8.64 (m2) ⑤      0.0006663503

　　【補足】　ＲＣ壁面の透過損失計算

透過損失 ＴＬ1
TL1 = 50 + 18log(厚さ/150)

※1　対象寝室に窓が２か所以上ある場合は音源距離 ℓ（ｍ）が最も短い窓までの距離を入力。
　　　 対象寝室のどの窓についても、この音源距離を使って室内騒音レベルを計算します。

（音源を選択し、この色のセルの必要箇所に数値等を入力してください。）

〇階Aタイプ

小計 Σ

透過損失 ＴＬ1 (500Hz)

50

室内騒音レベル推定計算表

C
面

Ｂ
面

３  壁面の透過損失等データ入力欄

Ａ
面

室内騒音レベル Ｌ

※2　防音壁上端経由距離 (m)   ＝ 「音源中心から、防音壁上端部までの距離 (m) 」　 ＋
　　   「防音壁上端部から、対象寝室の窓のある壁面の床上１．２ｍサッシ中央部までの距離（ｍ）」

ＲＣ壁面の厚さ (mm)

２  計算元データ入力欄

　( 窓が１面のみの場合は、Ａ面の欄にだけ入力してください。)
　( 壁体の面積の欄には窓以外の壁の面積を入力してください。)

37

01132097
テキストボックス
室内騒音レベル推定計算表の使用例

01132097
テキストボックス
①音源を選択
②計算元データを入力
③壁面の透過損失等データを入力
④室内騒音レベルLが自動計算されます



（解説）室内騒音レベル推定計算表の使用方法 

 

１ 音源を選択する 

 高速自動車国道、自動車専用道路、一般国道等から適当な音源を選択する。 

 

２ 計算元データ入力欄の太枠内に必要事項を入力する 

 計算例 

  東海自動車道（東名高速道路）沿道（音源）における集合住宅２階の部屋（音源側）が６畳の

和室である場合 

 

音源距離 ℓ → 道路中心から２階屋外までの距離 

ℓ  ＝   ℓ1
2 ＋ ℓ2

2 

  ＝   48.22 + 8.22 ＝ 48.9ｍ   を入力 

音源距離 ℓ を入力すると「屋外騒音レベル①Ｌ0」が自動で計算されます。 

 

防音壁上端経由距離 → 入力しない（防音壁による回折減衰を考慮するときのみ入力） 

 

（参考）屋外騒音レベル L0の計算式 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

                        

                                   

 

  

 

東名高速道路 
Ｌｏ＝91.9－10.0×㏒（ℓ） 

新幹線：ℓ≦25m 
Ｌｏ＝102.6－8.6×㏒（ℓ） 

その他自動車専用道＊注 
Ｌｏ＝91.7－12.8×㏒（ℓ） 

新幹線：ℓ＞25m 
Ｌｏ＝103.5－9.6×㏒（ℓ） 

国道：1 号,246 号 
Ｌｏ＝81.0－8.8×㏒（ℓ） 

在来線（鉄道地上部） 
Ｌｏ＝109.8－16.7×㏒（ℓ） 

国道：15 号,16 号 
Ｌｏ＝77.0－9.8×㏒（ℓ） 

 

下り車線側 
防音塀 

ℓ１＝48.2m 

＋ ＋ 

（音源中心） 

上り車線側 

○ 

ℓ2＝8.2m 

 

 

1.2m 

 

 ℓ 

 

 

6 F 

 

 

 

 

5 F 
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2 F 

 

 

 

 

1 F 

 

 

 

 

東名高速道路 

＊注：第三京浜,横浜新道,保土ケ谷バイパス,横浜横須賀道路、首都高速道路 



 室容積 Ｖ → 2.7 m×3.6 m×2.4 m ＝ 23.328 m3 を入力 

 

 残響時間 Ｔ → 0.2 秒（和室の場合） を入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 壁面の透過損失等データを入力する。 

 ※窓が２面の場合は、Ａ面に加えて、Ｂ面についても計算します。（窓が３面以上の場合も同様。） 

  

 Ａ面の計算例 

① 面積 Ｓ１ 

壁体：2.4 m×3.6 m － 1.7 m×1.8 m ＝ 5.58 m2 を入力 

     窓：1.7 m×1.8 m ＝ 3.06 m2 を入力 

② 透過損失ＴＬ１（500Hz） 

       壁体：ＲＣ壁面の透過損失計算欄に「ＲＣ壁面の厚さ（mm）」を入力すると、自動で計算

されます。 

                ＲＣ以外の壁面については、下記の壁面透過損失計算式を参考に透過損失を計算

してください。 

（参考）壁面透過損失計算式 

         透過損失(dB)＝18 ㏒(比重(g/cm3)×厚さ(mm)) 

     窓：メーカーのサッシ試験成績書（次ページ参照）の数値を入力してください。 

 

以上のすべての数値を入力すると、「室内騒音レベルＬ」が自動計算されます。 

上り線 
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居室（寝室） 
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